
　本書は，第 2 版（2011 年発行）の改定版であ
る。目次は文末に示すとおりであり，各章のタ
イトルを訳すと以下のような感じとなる。

　 1 章：結晶化ガラスデザインの考え方
　 2 章：結晶化ガラス組成系
　 3 章：微細構造制御
　 4 章：結晶化ガラスの製品応用
　 5 章：今後

　 1 章では，結晶化ガラスをデザインするにあ
たり知っておくべきこととして，種々結晶の構
造や鉱物特性に多くの頁が割かれている。ケイ
酸塩，リン酸塩，TiO2 や ZrO2 などの酸化物に
ついてそれぞれ項目が設けられ，例えばケイ酸
塩では，ケイ酸塩の重合度（SiO4 や Si2O7）ご
とに構造とともに熱膨張など特性が記載されて
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いる。析出結晶構造が結晶化ガラスの例えば機
械的特性や光学的特性に重要な因子であるとい
う理由からである。この第 3 版では核形成およ
び結晶成長についての説明の中に，「1.4.4 　古
典的核形成および結晶化理論（CNT）の限界と
新しいアプローチ」が 1 つの項目として追加さ
れた。新しい観察実験や，分子動力学法やモン
テカルロ法などの計算による試みについて言及
している。
　 2 章では，実際に研究あるいは製品化された
結晶化ガラスを全組成系および析出結晶ごとに
項が設けられ，結晶析出温度や結晶形態（球状，
樹枝状など）や大きさ，結晶転移，特性などに
ついて解説している。相図が多く用いられてお
り，結晶析出あるいは転移など理解がしやすい。
2 章で追加された項目を挙げると，まず，「2.6.7 　
P2O5-FeO-Na2O（ピロリン酸塩）」が，全固体二
次電池用正極として開発された材料として取り
上げられている。「2.7 　結晶化ガラスのイオン
交換」で残存ガラス相あるいは結晶相へのイオ
ン交換，「2.8 　稀土類元素ドープ光透過結晶化
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ガラス」で蛍光体ガラスや長残光ガラス，「2.9 　
多重結晶化ガラス系開発の進展」ではさらなる
特性の改善のために例えばアパタイトとリュー
サイト，あるいはリチウムダイシリケートとジ
オプサイド／ウォラストナイトなど，複数の結
晶を析出させる系について解説が追加された。
また「2.10 　その他の系」には，「2.10.2 　SiO2-
B2O3-TiO2-La2O3 系（マイクロ波誘電体用部品）」

「2.10.3 　Eu2+ 発光母体 BaAl4O7」「2.10.4 　カル
コゲナイド結晶化ガラス」「2.10.5 　LiTaO3 結
晶化ガラス（非線形光学特性）」「2.10.6 　バリ
ウムフェライト析出結晶化ガラス（磁石）」が追
加されている。
　 3 章では，結晶化ガラスの特性に対し重要な
因子であるという観点から，析出結晶の微細構
造について，例えば，微細結晶，細胞膜構造，
海岸と島構造，樹枝状構造などそれぞれ項を設
け，得られる特徴的な性質について併せて解説
している。微細構造と特性の関係をさらに説明
するために 3 章では「3.3 　鍵となる特性の制
御」が追加された。靭性が高く低熱膨張の材料
を得るためにエンスタタイト（MgSiO3）とβ -
スポジュメン（LiAlSi2O6）を析出させた事例や，
透明で熱膨張係数がシリコンに近い材料を得る
ためにガーナイト（ZnAl2O4）とβ - 石英固溶体
を析出させた事例などが紹介されている。
　 4 章では，応用の面から使用目的に応じた製
品の例を具体的に挙げている。例えば，光学部
品用として析出結晶がエッチングされやすい
Fotoceram®，易加工性材料として雲母が析出
した MACOR®，ゼロ膨張で反射鏡などに用い
ら れ て い る β - 石 英 固 溶 体 が 析 出 し た
Zerodur®，医療用途で骨置換に用いられたア
パ タ イ ト - ウ ォ ラ ス ト ナ イ ト が 析 出 し た
CERABONE® などが紹介されている。著者の
一人である Höland 先生の研究対象である歯科
材料（歯冠材料）については特に詳しい。4 章
では，GHz 帯用の誘電特性に優れた材料として
La2O3-TiO2 系の材料が開発されていることや，
構造が機能を発現した例として 12CaO-7Al2O3

エレクトライドを追加紹介している。　　　
　参照文献は，巻末に筆頭著者のアルファベッ
ト＆発行年順に記載されている。

　結晶化ガラスが身近にありながら第 2 版も含
めて初めて手にすることとなった。思い込みで
間違った理解のまま記載している部分もあると
思う。この点はご容赦いただきたい。今回は，
全体の構成と第 3 版からの追加点を中心に紹介
してみた。少しでも興味を持っていただければ
幸いである。
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